
Education of Meiji University 明治大学の教明治大学の教育育
人
数
教
育
は
、
学
習
や
交
流
を
通
じ
て
人
間
関

係
を
構
築
す
る
絶
好
の
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。

輪
読
に
加
え
、
図
書
館
を
活
用
し
た
新
聞
記

事
や
論
文
、
資
料
の
検
索
方
法
に
つ
い
て
、
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
て
実
際
に
操
作
を
学
ぶ
と
い
う

実
習
も
行
っ
て
い
る
。
4
年
次
に
卒
業
論
文
を

執
筆
す
る
段
階
で
、
論
文
や
記
事
検
索
は
不
可

欠
で
あ
る
が
、
1
年
次
で
検
索
方
法
を
習
得
さ

せ
る
た
め
に
実
践
的
な
学
習
機
会
を
設
け
て
い

る
。2

年
次
秋
学
期
に
は
、
3
・
4
年
次
の
本
格

的
な
ゼ
ミ
活
動
の
準
備
を
す
る
た
め
に
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ゼ
ミ
」
を
設
け
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ゼ
ミ
は
、
教
科
書
を
輪
読
し
て
3
年
次
に

各
研
究
室
で
専
門
的
に
勉
強
す
る
上
で
必
要
な

知
識
の
習
得
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
輪

読
に
加
え
、
各
自
が
自
身
で
テ
ー
マ
を
設
定
し

て
、
デ
ー
タ
分
析
や
調
査
を
実
施
す
る
と
い
う

調
べ
学
習
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
試
み
は
、
学
生
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
。　3

年
次
に
入
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
は
各

研
究
室
に
お
い
て
本
格
的
な
ゼ
ミ
学
習
（
「
リ

サ
ー
チ
ゼ
ミ
・
卒
論
ゼ
ミ
」）
を
開
始
す
る
。
3

年
次
の
ゼ
ミ
で
は
、
学
生
自
ら
が
報
告
や
議
論

に
参
加
す
る
こ
と
で
深
く
考
え
、
発
言
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
中
で
も
特
徴
的
な
の
が
、

3
年
次
に
実
施
さ
れ
る

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
実
習
」

で
あ
る
。
各
研
究
室
の
教
員
が

設
定
し
た
地
域
に
数
日
滞
在
し

て
、
学
生
は
テ
ー
マ
に
従
っ
て

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
行
う
。
こ

の
実
習
で
は
、
調
査
方
法
を
学

び
、
対
象
地
域
の
実
情
を
知
る

と
と
も
に
、
デ
ー
タ
を
収
集
し

分
析
す
る
能
力
や
文
章
を
執
筆

す
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
な
お
、
当

学
科
で
は
ゼ
ミ
に
所
属
す
る
学

生
の
学
習
を
支
援
す
る
た
め
に
、

各
研
究
室
の
隣
に
パ
ソ
コ
ン
等

の
情
報
機
器
を
備
え
た
部
屋
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
ゼ
ミ
所
属

の
学
生
は
、
こ
の
部
屋
で
自
由

に
文
章
の
執
筆
や
分
析
作
業
を

し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を

行
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
実
習
の

成
果
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
報
告
、

発
表
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
中
山
間
地
域
で

調
査
を
実
施
し
、
調
査
地
域
の
行
政
や
住
民
に

明
治
大
学
農
学
部
食
料
環
境
政
策
学
科
は
、

農
学
部
の
文
系
学
科
で
あ
る
だ
け
に
、
他
の
文

系
学
部
と
は
異
な
る
い
く
つ
か
の
特
徴
を
有
し

て
い
る
。
食
料
環
境
政
策
学
科
で
は
、「
人
類
の

生
存
課
題
を
人
間
の
行
動
の
観
点
か
ら
考
え
、

解
決
方
法
を
探
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
義
に
加

え
、
各
種
実
習
を
用
意
し
、
基
礎
力
に
加
え
て

応
用
力
や
実
践
力
を
養
う
こ
と
を
重
視
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
、
4
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
中
で
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
「
少
人
数

教
育
と
実
習
」
で
、
講
義
と
現
場
と
を
結
び
付

け
る
教
育
を
実
践
し
て
い
る
。　

講
義
で
は
、
最
も
基
礎
的
で
重
要
な
「
食
料
」

と
「
環
境
」
を
巡
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
経
済

学
、
社
会
学
、
政
策
学
、
経
営
学
、
会
計
学
、

開
発
学
な
ど
の
社
会
科
学
の
側
面
か
ら
総
合
的

に
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
講
義
に
加
え
て

実
施
し
て
い
る
の
が
、
専
任
教
員
全
員
が
担
当

す
る
ゼ
ミ
形
式
の
少
人
数
授
業
で
、
全
て
の
学

年
で
実
施
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
学
生
は
、
同

一
キ
ャ
ン
パ
ス
で
専
任
教
員
と
4
年
間
ゼ
ミ
で

濃
密
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
に
な
り
、「
教
員
と

学
生
の
距
離
が
極
め
て
近
い
」
と
い
う
当
学
科

独
自
の
学
習
環
境
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

1
．少
人
数
教
育

ま
ず
、
学
生
が
大
学
の
授
業
に
順
応
す
る
た

め
に
1
年
次
の
春
学
期
に
実
施
し
て
い
る
の
が

「
基
礎
ゼ
ミ
」
で
あ
る
。
基
礎
ゼ
ミ
で
は
、
新
聞

記
事
や
教
科
書
を
輪
読
し
て
基
礎
的
な
知
識
を

習
得
す
る
と
と
も
に
、
議
論
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
重
視

し
て
い
る
。
議
論
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
学
生
が
主
体
的
な
学
習
態
度
を
身
に
付
け

る
こ
と
は
、
大
学
教
育
に
お
い
て
不
可
欠
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
1
年
次
に
お
け
る
少

農
学
部
食
料
環
境
政
策
学
科
に
お
け
る

「
4
年
一
貫
の
少
人
数
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
教
育
と

  

多
様
な
実
習
教
育
」
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Education of Meiji University

調
査
結
果
を
発
表
し
た
り
、
企
業
と
共
同
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
り
し
て
、
実
践
的
な

成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
神
奈
川
県
産
学

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ヤ
ン
マ
ー
学
生
懸

賞
論
文
等
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
、
度
々
入

賞
し
て
い
る
。　
　

4
年
次
に
は
教
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

大
学
に
お
け
る
学
習
の
集
大
成
と
し
て
の
卒
業

論
文
を
執
筆
す
る
。
3
年
次
の
「
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
実
習
」
で
習
得
し
た
調
査
方
法
や
分
析

方
法
を
駆
使
し
て
、
自
ら
設
定
す
る
テ
ー
マ
に

即
し
て
、
調
査
や
分
析
を
実
施
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
当
学
科
で
は
4
年
間
を
通

し
て
少
人
数
教
育
を
体
系
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
組
ん
で
お
り
、
学
生
の
積
極
的
か
つ
主
体

的
な
参
加
を
支
援
し
て
い
る
。　

2
．実
習
科
目

先
述
し
た
3
年
次
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
実

習
以
外
に
も
、
1
年
次
に
農
場
実
習
、
2
年
次

に
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
実
習
及
び
海
外
農
業
体
験

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
1
年
次
の
農
場
実
習
は
、

農
学
部
全
学
科
共
通
の
基
礎
科
目
で
、

2
0
1
2
年
度
か
ら
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
近

い
黒
川
農
場
に
お
い
て
、
各
学
科
独
自
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
担
当
教
員
と
農
場
職
員

の
指
導
の
も
と
実
施
さ
れ
て
い
る
。
食
料
環
境

政
策
学
科
で
は
、
通
年
で
実
習
を
実
施
し
て
い

る
た
め
、
学
生
は
「
種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
」

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
年
次
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
実
習
は
、
実
習

科
目
の
中
で
も
、
当
学
科
の
学
生
の
学
び
の
転

換
点
に
な
る
。
こ
の
実
習
は
、
農
家
に
宿
泊
し

て
農
作
業
に
従
事
し
、
農
家
生
活
の
実
態
に
触

れ
る
こ
と
で
、
現
実
の
農
業
や
農
村
生
活
の
姿

を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
。
こ
の

実
習
に
は
、
学
生
た
ち
が
1
週
間
（
6
泊
7
日
）

農
家
の
人
々
と
寝
食
を
共
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
農
家
の
経
営
・
家
計
・
生
活
を
総
合
的
に

把
握
し
、
加
え
て
農
村
社
会
の
実
情
に
触
れ
、

食
料
や
農
業
・
農
村
、
環
境
や
地
域
資
源
の
問

題
を
考
え
て
ほ
し
い
と
い
う
学
科
の
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。

1
週
間
、
農
家
等
に
分
宿
し
て
農
作
業
の
手

伝
い
を
す
る
過
程
で
、
学
生
は
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
を
し
て
い
る
。「
美
味
し
い
ご
飯
を
頂
い
て

太
っ
た
」
と
い
う
学
生
も
い
れ
ば
、「
い
っ
ぱ
い

汗
を
か
い
て
痩
せ
た
」
と
い
う
人
も
い
る
。
ま

た
、
終
了
後
に
実
習
地
の
農
家
を
再
訪
す
る
学

生
も
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
的
つ
な
が

り
は
学
生
に
と
っ
て
何
物
に
も
代
え
が
た
い
貴

重
な
宝
物
で
あ
る
。
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
実
習
で

学
生
を
引
率
し
、
実
習
期
間
中
は
実
習
地
に
滞

在
し
て
現
地
対
応
を
行
っ
て
い
る
教
員
に
と
っ

て
も
、
実
習
地
で
成
長
す
る
学
生
の
姿
を
見
る

の
は
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
る
。

海
外
農
業
体
験
は
、
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
実
習

の
海
外
版
と
も
言
え
る
も
の
で
、
宿
泊
こ
そ
ホ

テ
ル
で
あ
る
が
、
中
国
の
農
場
で
早
朝
か
ら
夕

方
ま
で
現
地
職
員
と
一
緒
に
農
作
業
を
行
い
、

農
場
の
社
員
食
堂
で
3
度
の
食
事
を
取
る
。
学

生
た
ち
は
片
言
の
中
国
語
と
身
振
り
手
振
り
に

よ
り
、
一
生
懸
命
現
地
職
員
と
の
意
思
疎
通
を

図
っ
て
い
る
。
風
土
も
経
営
規
模
も
異
な
る
海

外
の
農
場
で
の
一
週
間
の
農
作
業
体
験
や
現
地

職
員
と
の
交
流
は
、
参
加
し
た
学
生
に
深
い
印

象
を
与
え
、
帰
国
後
に
外
国
語
の
学
習
に
力
を

入
れ
、
海
外
留
学
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
学
生
も

少
な
く
な
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
こ
の
よ
う

な
実
習
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
2
0
2
0

年
度
お
よ
び
2
0
2
1
年
度
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ

イ
実
習
と
海
外
農
業
体
験
は
中
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
実
習
も
従
来
の
よ

う
な
形
態
で
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
。

海
外
農
業
体
験
は
未
だ
再
開
の
目
途
が
立
っ
て

い
な
い
が
、
幸
い
2
0
2
2
年
度
の
フ
ァ
ー
ム

ス
テ
イ
実
習
に
関
し
て
は
、
受
け
入
れ
先
機
関

や
農
家
等
の
協
力
を
得
て
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
近

い
形
で
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
関
係
者
の

協
力
に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍

を
機
に
、
改
め
て
当
学
科
の
少
人
数
教
育
と
実

習
教
育
の
意
義
を
再
認
識
し
て
い
る
。

※P48からの「ここに生きる」で、卒業生の活躍を紹介しています

ファームステイ実習の作業風景

フィールドワーク実習の一コマ
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